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Weekly Report 
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 10 月 7日（水） プログラム 

第 1923 回 文学博士 服藤 早苗先生 

 

10 月 14 日（水） プログラム 

第 1924 回 地域社会奉仕委員 今井 雅彦様 
   安藤三士郎様（青少年交換学友） 

 

会長あいさつ         切通 勇次 

 川口オートレースナイターについて 

川口市は、同市青木の川口オートレース 

で９月５日（土）～ ９月 ８日（火） 

にナイターを初めて開催いたしました。 

夜の騒音対策として、新開発のマフラーを装着するこ

とで排気音は７０～９０％削減できるという。伊勢崎

オート（群馬県伊勢崎市）と飯塚オート（福岡県飯塚

市）でナイターが実施されているが、どちらも昼間と

同じ車体。排気音を抑えたナイター用マフラーは川口

で初めて適用される。川口オートレース場で行われた

マフラー装着車の比較イベントでは、昼レース用の従

来車に乗った増田伸一選手（４４）が大爆音を上げて

スタート。続いて若井友和選手（４１）がナイター車

に乗って走ると、音は相当静か。「従来の昼間用だと

スタンドの声は聞こえない。これだと聞こえる。どん

どんやじってほしい」と若井選手。全日本オートレー

ス選手会の副会長で川口支部長の牛沢和彦さん（４

７）は「５、６年越しの念願がやっと実現してうれし

い。大井競馬のナイターのように、若いサラリーマン

や若い女性たちや家族連れなど新規のファンを獲得

し、活性化を期待したい」と語った。今後はグループ

席や個室を新設するなどの施設改良を考え、活性化を

進める方針。 

 

 

 

第 1922 回 幹事報告        今村  勲 

1.9.10 月例会スケジュール 

9/30 地区次年度青少年交換委員長 

村石政彦様安藤三士郎様（青少年交換学友） 

10/07 文学博士 服藤早苗先生 

10/14 地域社会奉仕委員 今井雅彦様(川口シティ鳩ヶ谷) 

10/20 川口北・川口むさし野 RC 合同夜間例会 

10/21 休会（10/20 の振替） 

10/28 第 12 グループ 奥墨ガバナー補佐訪問 

10 月ロータリーレート ＄1＝120 円 

1. 開 会 の 点 鐘       SAA  森川 昌紀委員長 

2. ロータリーソング「我等の生業」他   磯  利昭会員 

3. 会長挨拶及び幹事報告           会長・幹事 

4. お客様紹介             切通 勇次会長 

5. お客様ご挨拶  大山照男会長/次年度会長小野田靖子様 

6. 交換留学生挨拶 2012-13 年度サラ・ユンニラ様/アレックス君 

7. ニコニコ・出席報告         槙 孝夫委員長 

8. 本日の卓話  地区次年度青少年交換委員長村石政彦様 

           青少年交換学友 安藤三士郎様 

9. 謝辞謝礼              切通 勇次会長 

10. 閉 会 の 点 鐘           切通 勇次会長 

 

 

RI のテーマ「世界へのプレゼントになろう」 

         Be a gift the world 

地区活動方針「ロータリーは奉仕を通じて人づくり、自分作り」 

地区運営方針 「ロータリーを学ぼう、そして楽しもう」 

クラブ活動方針 

「ロータリー活動を川口北ロータリークラブで楽しもう」 

 

  お客様挨拶・紹介 川口むさし野 RC様 

                      

 

 

 

 

 

大山 照男会長挨拶 

私はこの数年、北さんとの青少年交換プログラムで少

しずつ目が開いてきたような気がいたします。しか

し、米山奨学会の方はというと、学生の 6割もしくは

8割近くが中国の方だと聞いております。つい何年か

前まで ODA で中国に援助し、結果、軍事費の増大、南

シナ海への埋め立て、また、今朝の報道によれば、イ

ンドネシアでの鉄道の受注においてのルール無視の

ような日本への対応策、中国という国の外交、内政に

疑問を持たざるを得ません。学問をする若者に出す奨

学金は、自国で十分まかなえる世界第 2位の経済大国

であると思うので、米山奨学会へ奨学金を出さなけれ

ばならない理由がわかりません。この件ではもっと言

いたいことがあるのですが、今日は楽しみな卓話があ

るので、米山奨学会への警鐘を鳴らし、挨拶とさせて

いただきます。 

 

大山会長  市野一郎様  島田昌明様  小野田晴子様 広橋宴様  福世一明様 


